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メルカテッロの家再生の記録
ー再生デザインを通して考えるストックの活用ー

メルカテッロの家の再生を通して
　1993 年にイタリアのメルカッテロで、築 550 年
の廃屋同然の家を手に入れた。それから 18 年かけ
てこの古民家の再生デザインを行った。この地域で
は街並みを保存するため、地区詳細計画が緻密に定
め ら れ て お り、 む や み に 建 築 に 手 を 加 え る こ と は
できない。また修復をしていく中で、イタリア人の

「PATINA（パティナ＝古色・わび・さび）」の感覚と
その地域の持つ類型を厳格に守るという意思に気付
かされた。そして 18 年という時間を経て再生したも
のは、当初思い描いていたものとはまったく異なる
姿であった。再生デザインとは「まず自分の思いが

あって、それをどう入れるか」ではなく、「モノがあっ
て、それとどう向き合うか」ということなのである。

ストックの活用
　ストックの中で余分なものは排除する必要がある
し、失われたものを復元する必要もある。そして新
しい表現を取り入れて、もとあった「モノ」の力を
引き出すという視点も必要となる。新しいデザイン
に出会って、そこにあった「モノ」が生き返る。こ
れからの建て替え事業では「環境、文化、歴史の高
度利用」つまりストックの観点からデザインするこ
とが重要なのである。

図 1. メルカテッロの家 1)
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1. メルカテッロ・スル・メタウロ　
1.1 メルカテッロの地勢
　メルカテッロ・スル・メタウロ（以
下メルカテッロ）は中部イタリア、
マルケ州の西の端に位置する人口約
1500 人のまちである。
　フィレンツェから約 90km、標高
は 429m で周辺はそれよりも高い山
に囲まれている。建物が密集した卵
形の地域が旧市街地であり、その真
ん中にコミュニティの中心となる広
場が置かれる。オープンな広場の裏
の道に入ると一転、住宅が建ち並ぶ。
外縁部に広がる旧市街地周辺の新興
住宅地は、1980 年代のメルカテッ
ロでの高度経済成長期に興ったもの
である。
1.2 廃屋同然の町家
　メルカテッロの町家を手に入れた
のは 1993 年の事である。修復中に
発見した小屋組の礎石に刻まれた年
代から築 550 年だと推定でき、戦
後ほとんど使われてなかったため、
廃屋同然の家であった。
　当時、外壁のモルタルも欠け、落
ちて道を通る人に当たるのではと不
安になるほどであった。ベネチアン
ブラインドも無くなったり欠けたり
していた。建物の構造に問題はな
かったが、屋根がかなり酷い状態で
葺き替えが必要であった。以前は車
の整備工場であったようで、１階は
ほとんど倉庫で土間のような状態で
あった。自動車の下にもぐるピット
もあった。玄関は３つあり、2 階 3
階が居室という構成であった。壁体
面積を含めた全体の面積は 641㎡、

（内法面積は 517㎡）。部屋数は 13
部屋あり、小さなものも合わせると
24 部屋もある、大変大きな家であ
る。

2．歴史的中心市街地の景観保存
2.1 イタリアの登記
　日本の登記簿とイタリアの登記簿
は書き方が異なる。考え方が違うの
だ。日本でいう「土地」はイタリア
でいう「室」にあたり、建築物の登

図 2. メルカテッロの位置 図 3. 周辺に広がる雄大な風景 2)

図 4. メルカテッロ・スル・メタウロ 3)

図 6. 廃屋同然だった町家 4)

図 5. 当時の実測図　左から１階・２階・３階平面図（作図：井口勝文）
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いるのである。なので建物の部屋が
登記されて、地番は登記されない。
したがって、原則として戸境壁（構
造壁）は変更できず、増築はできな
い。逆に、現に存在していなくても、
登記簿にある建物は新築（復元）で
きる。歴史的中心市街地（CENTRO 
STORICO）は、この建物の登記制度
と次に示す、地区詳細計画によって、
その存在を担保されているのである。
2.2 地区詳細計画
　歴史的中心市街地の建物に手を加
える際の基準となるのが、地区詳細
計画である。以下の 4 つの目的が
あり、中身は詳細に定められている。
歴史的中心市街地の景観を保つ大変
重要な役割を担っている。
①文化の継承…共同体の継承してき
た生活や文化の歴史的、芸術的証言

（風景）を保持すること。
②コミュニティの継承…現代におい
ても学ぶべき価値のある歴史的都心
の共同体を生かし続けること。
③伝統的な豊かさの継承…技術的、芸
術的な秩序によって伝統的に支えられ
てきた現代の豊かさを破壊しないこと。
④生態系の環境保護…生産農地を浸
食するいたずらな市街地の拡大を抑
制すること。

3. 守るべき基準
　18 年間再生デザインを行う中で、
イタリア人の感覚の中にすでに守るべ
き基準が根付いていることに気付い
た。彼らの感覚によって、メルカテッ
ロの景観は保たれているのである。
■基本は元の形、元の色にすること
　重層（ストック）される都市、建
築では、どの時代に戻すかの判断が
重要で学問的判断とデザインとして
の判断の２つの視点がある。文化財
の場合、学問的判断が必要となって
くる。それ以外の場合も時代設定が
デザインの決め手となってくる。
■制度・基準が定着して既に慣習・
　文化となっている
　市民、職人が景観の価値（デザイ
ン基準）を常識として共有している。
　イタリア人は決してモノを捨てるこ
とはなく、釘一本であっても再利用す
る。日本でいう文化財の修復レベルの
事が一般的なのである。今回の修復の
際も使えるものは徹底的に使ってい
る。窓のベネチアンブラインドは職人
に修復してもらい再利用している。
■「類型学的デザイン」が定着している
　判断の最後のよりどころは町の類
型学（TIPOLOGIA）である。
　1970 年から調査をしてきたトス
カーナに魅了されていた当時の私
は、無意識の内にメルカテッロにト
スカーナのデザインや色を取り入れ
ようとした。すると「それはこの土
地の類型ではない」と言われた。そ
の地域の人が、その地域の類型を理
解し、受け継いでいるのだ。そうし
て再生して町家にはメルカテッロの
色や材料が使われている。場所を読
む類型学的感性を身につけることが
必要なのである。

4．「モノ」の力
4.1 負けてしまった自分の想い
　18 年前に建て替えを始めた頃の
自分と今の自分は考え方がずいぶん
変わっている。その場所（建築）の
力に負けてしまったのである。「ま
ず自分の思いがあって、それをどう

図 8. イタリアの建築登記番号図

図 7. メルカテッロの地区詳細計画

図 9. 保存されるメルカテッロの街並み 5)

記は「室」を登記するのである。イ
タリア旧市街の多くの家が、構造的
に１つながりであり、分けようと
思っても分けることができない。互
いに戸境壁を共有することで、１つ
の街区が１つの建物として存在して
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入れ込むのか」から「まずモノがあっ
てそれとどう向き合うか」に変わっ
ていった。メルカッテロの場合、モ
ノとはこの建築のことであり、この
建築にどうあるべきなのか尋ねなが
らデザインを行った。
4.2 カクテルデザイン
　新旧を対置させるデザインがある
ことは我国でも知られている。この
再生デザインを通して、新しいもの
と古いものとが混然一体となって生
まれるデザインがあるのではないか
と考えるようになった。それをカク
テルデザインと言っている。おいし
いカクテルを作るように新旧を混ぜ
合わせて、ストック＝そこにある「モ
ノ」の力を引き出すデザインが必要
なのである。新しいデザインに出会っ
て、そこにあったものが生き返る。
そのモノだけの存在感ではなくて、
背景の中で生きてくる存在があるこ
とを知った。新しいものをどこにい
れるのか、古いものをどう残すか、
それは創造的選択であると言える。
4.3PATINA のデザイン
　ヨーロッパが都市デザインにおいて

「PATINA( 古色・わびさび )」という感
覚を取り入れようとしているという。
私もこの再生デザインを通して気がつ
いた感覚である。イタリア人は「わび・
さび」というどこか日本的な感覚を
持っているのだ。建築は結局わび・さ
びを表現していくものなのではないか
と感じるようになった。
　PATINA に は 時 間 の 経 過 が 必 要
である。従来の団地建替事業の様
に 全 て を 新 し く し て し ま っ て は、
PATINA を感じることはできない。
そこにある「モノ」が持つ時間＝古
色を残し、ストックとして活用する

ことが必要であり、PATINA を感じ
られるようデザインしていくことが
求められるのである。しかし、古い
振りをしてはいけない。新しいもの
は新しく、古いものは古いまま見せ
ることが重要である。

5. 団地再編とストック利用　
　従来の団地建替事業では、土地の
高度利用に重点が置かれていた。し
たがって建物を新築し、増床するこ
とで効率的に収入を得ることにな
る。しかし、メルカテッロでの再生
デザインをもとに考えると、これか
らは「環境、文化、歴史の高度利用」
を考える必要があるといえる。そこ
で行われることは風景を創ることで
ある。その前提は保存・修復であり、
場合によっては増築・減築という事
になる。つまり余分なものは排除し、
失われた大切なものは復元し、新し
い表現を取り入れて「モノ」の力を
引き出すという創造的選択が必要と
なるのだ。ストックの観点からデザ
インすることが重要なのである。
　団地再編において、ストック利用
の観点から PATINA の感覚を取り入
れ、そこにある「モノ」の力を引き
出すような新しいデザインを取り入
れることが出来れば、全体として様々
なものが混然一体となった、豊かな
住環境の創出に繋がるのである。
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図 11.PATINAを感じるようデザインする7)

図 10. 背景の中で生きてくる存在 6)

図 12. 年代が重なるカクテルデザイン 8)

図13.古い材(濃)と新しい材(明)の混在9)　


